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埋蔵文化財保護行政の中で遺跡分布調査は最初に p行なわなければ

ならない仕事の一つであります。このi調奈は遺跡保誌の基礎的な仕

ります。

この基礎的な仕事である分布調査は東北横断自動車道建設に伴う

もの、国営ほ場整備・県営十.壌汚染特別対策事業・玉川ダム建設予

定地内スポーツ・ゾーン

を実施いたしました c

東北慣断自
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27ヶ所の遺跡が確認され、ま

た遺跡が所在する可能性のあるところとして31ヶ所ほど指摘されま

した。これらの遺跡及び場所にーつい;てさは今後具体的な保護策をこう

ずる必要があり、遺跡の所在ずる市町村と連絡をとり、開発側と協

議を重ねてまいりたいと考えております。

また範囲確認調査した遺跡は、lJij和56年度に保護及び、発担調主す

べて呉体的に動き出す必要があり、上里蔵文化財を保護する立場で対

策をこうじたいと考えておりますので、今後とも遺跡の保護にご協

力くださいますようお願'い申し上げ、ます。

最後にご多忙のところ調査をおlJIき受けくださいました調査員な

らびに調査にご協力しミただいた関係存位に心から感謝の意、を表しま

すの

昭和56年 3月

秋田県教育委員会

教 畠山芳郎
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を実地した結果をまとめたものである。
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者が作成したものをそのま、掲載したもの

者である。

した。

の他確認できな

除外した。また分布調査で上野 I、上野口

大深 I、IIと分けて登録されていた 一括して扱った。
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2 .調査主体者

秋田 どム
ヱヌ:、 r;'J Ul 芳郎

上調査対象薗積及び関係市町村

11記 250111 延長56km

4 .調査員



平鹿町 メし谷成二

大雄村 1rヨ"h 出 秀雄

大由市 佐藤清

南外村 橋 11多可

西仙北町 信太健一

協和町 回 出奇 ，[苦

雄和町 金也

河辺町 回 口 誠一

秋田市 原俊

上調査の方法

計画路線の範閤内を

6 .調査期間

昭和55年 6月1日~昭和56年 3月31日

野外調査 6 丹 1 日~1l月 30 日

屋内作業 12 月 1 日 ~1 月 31 日

報告書作成 2 月 1 日 ~3 丹 20 日

範圏確認調査
1.調査の目的
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遺跡の性格を推測することを目的とする。今回調査の対象になっている遺跡は昭和55年度ほ

場整備等の開発計画内にあり、破壊される可能性のある遺跡である。そこでこれらの遺跡の

をこうずるために
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(補佐員)

(補助員)

上調査対象遺跡

原因 j室ー跡名 所在地

4H4E ペ 上野 I 能代市

代

5 .調査の方法

① 表面採集及び発掘調査(

性格を推iWJする。

ォiぇ j頼 ラj

1ピ三1l 山

庄 内 昭男

主l'主'1 主UてUEj JI二じj:rρ 

佐藤和弘

大 Ire>j

高 橋治出

一 I~(J I荷

!京 IS手一

原因 遺跡名 所在地

大j与~ 1 田沢湖町

夕、、ム
田沢湖町

まで掘り下げる)を行ない、遺跡の深さ・広さ及び、

② 調査:þ!JJ聞は 6 日 ~lO 日間とし、その期間でできる限 t) 発掘面積を面的に広げて遺構の確

ヨ刃 I~ .--.しげ， ;2-， 
日心、，~ ノ c_ ~ノ CYO  

③ iUiJ量は新規に行なわず、開

④ 遺構、遺物の有無を確認し、

⑤ 遺跡の立地条件に応じて適当

で作成した地図の一番大きな縮尺図面を用いる。

る。

を実施する。

つ-v 

発掘状況の記録は必らずとる。



トドメキ遺跡

1.所在地

トドメキ

工 面

上 調 査 期 間

4 .調査者

A:tむl(.・・・・・・・・ネリ10，000111'

Bj也点・・・・・・・・・約10，000m'

c:t也点・・・・・・・・・約 4，200m' 

DJ色，r~;j:. . .・・・・・・約 5，000111' 

昭和55年10月22EI ~ 11月 1日

永j和市i男・大高博康

5 .遺跡の立地の特徴

を侵蝕してできた小谷の束i~iJに る。
0
 

1
E
E
 

1
 

遺跡の南には、米代)11が回流し、日本海に注ぐ。 泣跡の現況は、大部分が

畑地、一部が原野である υ

6 .範鶴@時代@性格

A地点からは(杯。喪)が検出されたほか、竪穴住居跡も確認された。

平安時代の集落跡であると考えられる。 B地点からは弥生式土器がわずか

に出土している。 c地点からは土地n基、 D地点からは出 1条とえよ{止，':器片

1 }~;r， .石 織l点のみで、性格は不明である。また、 c. D地点の範囲は明

確ではない。

に培農〈深さ)

A~D 地点ともエ立な段丘面上にあるため、地層の構成はほぽ同じであ

る。第 I層は黒褐色土層(20~30clTI) ・第 II層は 11音褐色土居i(20clTI) ・第

III層l.i.t也山口一ム層となる。

8 .その他の特記事項

「トドメキ」という小字名は、 I(lIJ能代字トドメキ」 トドメ

ヨじという{更し口庁がさlL、どちらにも

ために、 IICリ能代トドメキj支跡」

る ì1~1iLをきたさない

トド、メキi宣跡」と呼称したい。

なお、点日たトド、メキ遺跡A~D地点の試摘出績は、 677m'である。

，1 
-r 
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図版 1 トドメキ遺跡{よ}西惨東 (下)東惨高
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図版2 (上)トドメキ遺跡C地点の土繍

(下) 1/ 0地点の溝
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真壁地遺跡

1 .所准地

能代市真壁地

2 .面積

約60， 000m2 

3 .調査期間

昭和55年10月 23 日 ~11 月 2 日

4 .調査者

富樫泰時

5 .遺跡の立地と特徴

遺跡、は米代川河口から 4kmほど上流右岸、標高21m前後の台地上にある

いわゆる東雲台地の南端に位置し、県立農代農業高等学校に通ずる道路が

真壁地部落から蛇行しながら北にのびている。遺跡はこの道路が台地に登

り切ったところからはじまり、その左右、すなわち東西に広くのぴている。

東は四郎兵衛堤、西は水田で区切られている。遺跡のある台地にはこつの

谷が入りこんでいて、その斜面から台地上は一面雑木林となっており、中

に杉・松が植林されている。

6 .範囲・時代・性格

遺跡は台地全域(範閣とした)から古代の土師器・須恵器が出土し、中

に竪穴住居跡と思われる遺構がいくつか確認できた。以上のことから古代

(平安時代)の集落跡であろうと推測される。

またAとした地区から縄文時代後期前葉の十腰内 I式土器を多量に出土

する地点がある。 B地区からは須恵器カメの破片などが出土した。遺物か

らこの地点には「登り窯J の存在が予想、される。 C地区からは縄文時代後

期前葉の竪穴住居跡・又四郎兵衛堤に接した台地最東端からは縄文時代中

期中葉の竪穴住居跡と見られる遺構が確認された。北にすこしはなれた D

地区からは縄文時代晩期末~弥生時代の土器が出土した。

出土遺物は A地底から縄文後期前葉の深鉢形土器片 B地区から須恵器

杯・カメ・鉄さい、 C地区から縄文後期前葉の深鉢形主器片、 D地区から

はハケで器面調整し、その上に縄文の施された深鉢形土器片、変形工字文

の土器片などが出土した。

-8-
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図版3

司z

上.遺跡遠景 (..地)

下.A地区出土i盆物
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図版 4 上.下とも真壁地A地区出土遺物
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図版5 .霊地B地区出土遺物
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図版 7 真健全血D地区出土遺物
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図版 S 上.真壁地D地区出土遺物

下"その他 " 
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図版 g 真壁地出土遺物
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四郎兵衛堤遺跡

1 .所症地

能代市真壁地

2.面積

約90，000m2

3 .調査期間

昭和55年10月23日-11月 2日

4 .調査者

庄内昭男

5 .遺跡の立地と特徴(現況)

遺跡は米代川の右岸、所謂東雲台地の南端の舌状台地上に位置している。

四郎兵衛堤といわれる堤の東側台地上にある。能代農業高校裏てに通じる

沢に沿った山道で遺跡は二分されており、現況は南側が雑木林・北側が杉

林である。沢を隅ててサトチャシ遺跡、が隣接する。

6 .範囲・時代・性格

7 .地層(深さ)

遺跡は四郎兵堤に沿った舌状台地の南端からサトチャシ遺跡に隣接する

北西のっけねまで広範囲である。堤に面した南側は縄文時代後期前半の土

器が出土しており、住居祉らしき落ち込みを三ヶ所で確認した。山道から

北側では、土師器が多く出土しており、二ヶ所よりカマド跡を検出した。

サトチャシ遺跡と隣接するところから古代の集落祉として大規模な遺跡が

予想される。

遺跡の南側では黒色土ないし暗褐色土が20-30cm、北側で深<50cm前後

である。

- 17-
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図版10 四郎兵衛堤遺跡遠景
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図版11 四郎兵衛堤遺跡逸機
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図版12 上.四郎兵衛堤遺跡遺稿

下 11 出土造物
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図版13 四郎兵衛堤遺跡出土遺物
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平鹿遺跡

1 .所在地

平鹿郡増田町増田字平鹿

2 .面積

約25，OOOm2

3 .調査期間

昭和55年11月6日-12日

4 .調査者

畠山憲司・三嶋隆儀

5 .遺跡の立地と特徴(現況)

遺跡は成瀬川の右岸、真人扇状地の扇央部に位置する。真人扇状地は東

から西に漸次下降し、遺跡周辺はほぼ平担である。標高は約 114m。現在

水面と一部果樹園(l)ンゴ)である。

6 .範囲・時代・性格

7 . 地層

遺物は広範囲に散布するが、端に行くにつれ耕地整理等での撹乱を受け

ており、中心部にくらべ良好な遺物包含層は存在しない。遺物は縄文時代

晩期中葉後半から末葉にかけてのもので、遺構は同期の埋護(埋設土器)、

集石遺構、土拡などがある。これ以外の時期の遺構・遺物はなく、本遺跡

は縄文時代晩期後半を中心とする集落遺跡と考えられる。

調査した地点により大きな差がある。中心部ほど第 1層(耕作土及びそ

の表土)が厚<30-50cmほどある。第 2層黒色土層が晩期末葉の遺物包含

層で、約20cm、第 3層暗褐色土層及びj斬移層が10-30cmで、晩期中葉後半

の遺物包含層、その下が地山上となっている。

8 .その他の特記事項

かつて山下孫継氏が発掘調査を行っている。この時や、耕作時に晩期後

半の土器の優品が多く出土している。

- 24-



-Sz-

1 ‘h 、.1， 
3・‘ r、，
'1・'"....， 

! 切乃 ';/>:~' ~-::: J. '，; . 
1， ~炉、

、

0-/ ~‘/
. 

• ~ I 

1， i，';、''''';r，
りい γ'r，t-

'"'''' 
'/J"

、'/.、
(lf {l}"-'_ 

ケj; 'I "t?，}.，~ 
" ，、、、

t-. 

.u川、ノ、
h

_'11 "'. -"<i去よい~ò;';--~

~ミ~:~'II~入、
人.'J ，，>

日~::..... ~ア
;;9'011 ケI1子一、

ーハとII~ろ.' ~'! !.~:;.~;-;;と
命、、...〆、、.'17r.-'

6d'.t"II~1 
.: t，l-.'、

1"11 11 f.... '1 I;--/:::~
.:. 'f!oj'ii

i、

11 t-..二Iji'l， .~:'~~~5~r!r: 

川

"-..."

1
/iんじ‘ー-'1日.lJ_f!!;

'11;，‘ーゐ
・イIJ'_， 1.. 

'111， 、.-.'I~ I ~rl .. tf "
一

， } 1 I I )~‘
I ~'. '.'，') 

I !"" 

f 

ーー~ '.'J! t r. r;f6 ⑨ 
A
歯
周
抽
時

伴

)
抑
制
寄
智
法

同
庁

g
z
包含韓



• 

• 

図版15 平鹿it跡遺棄
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図版16 平鹿遁鯨上.埋麹

H 下.遺構
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図版17 平鹿遺跡出土遺物 平鹿 3
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大深 1• II遺跡

1 .所在地

flD北部田沢湖町田沢字大深

2 .顕積

約20，000111'( 1 1，300m2 ・大深II7， 000111') 

上調査期間

昭和田年10月22日-11月1日

4 .調査者

高橋忠彦・

5 .遺跡の立地の特徴(現況)

遺跡は玉J!Iと支流の小手IJ瀬川との合流点より、南東側の標高 380m前後

の河岸段丘上に位置する。現況は、畑・水田・家屋の跡地である。

6 .範囲@時代・性格

上地層(深さ)

昭和20年代後半に関白4事業が行なわれており、その際には多数の土器が

出土らしいが、現在は、地[11 (ローム)が露出する部分が多く、縄文中期

と忠、われる土器片玖10点ほど出土したにすぎない。

深い所で15cmほどの表土(耕作土)が存在するだけである。遺物包含!富

遺構とも破壊されたものと考えられる。
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図版同

大深i量部遺景
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スポーツ・ゾーン関係遺跡

1 .所在地

河辺郡雄和町椿川字駒坂袋

2 .商 積

A. 2，500m" B. 2， 500m2
• C. 2，500m2 ・D. 400口l'

3 .調査期間

昭和55年12 月 1 日 ~5 日

4 .調査者

富樫泰時'畠

5 .遺跡の立地と特徴

-庄内昭男・高橋忠彦

県立中央公園計画地内に設けられるスポーツ・ゾーン建設予定地は雄和

町と河辺町の境界にある標高約80mの台地上にある。北は岩見)11、南が安

養寺)11にはさまれた舌状の大きな台地で西に広くのび、西端は椿台と呼ば

れる。椿台ゴルフ状を突切って東に進むと広々とした農業試験場がある。

そこを左に見てさらに東に進むと右側に草地が自にはいる。この草地がス

ポーツ・ゾーン建設予定地である。南に面した台地で、安養寺川側(南)

から小さな谷がいくつか入りこみ、ゆるやかな起伏をなす。現況は草地0

6 .時代・範囲・性格

台地の起伏のある台地上に遺跡が4ヶ所発見された。いずれも範囲はせ

まく、小さな遺跡と考えられる。 A地区は縄文時代後期前葉の土器片・焼

土遺構などが確認された。 B地区も同様後期前葉の土器片・土拡などが確

認された。 C地区は東端に近い所で後期前葉の土器が竪穴住居跡(? )の

中から発見された。 D地区は C地区の東側で一段低くなった所で雌認され

た。遺構などについては不明。

このような調査の結果から、本遺跡群は縄文時代後期前葉の小遺跡(竪

穴住居跡数軒か?)が小きい舌状台地を利用して生活した場所と考えられ

る。
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第 7図
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図版19 スポーツ・ゾーン遺跡遠景
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図版20 スポーツ ・ゾーン遺構
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図版21 スポーツ ・ゾーン 上. トレンチ

11 下.出土遺跡
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図版22 スポーツ・ゾーン出土遺物
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